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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月29日(2014.4.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集電体上に活物質層としてシリコン層を形成し、
　前記シリコン層上の自然酸化膜を除去後、前記シリコン層上に前記シリコン層を覆うよ
うに固体電解質層を形成し、
　前記固体電解質層に接するように液体の電解質を設けることを特徴とする蓄電装置の作
製方法。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記固体電解質層は、リン酸リチウム、リン酸鉄リチウム、リン酸マンガンリチウム、
リン酸クロムリチウム、及び硫化リンリチウムの一以上を含む層であることを特徴とする
蓄電装置の作製方法。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記シリコン層は、結晶性の領域及びウィスカー状の領域の一以上を含む層であること
を特徴とする蓄電装置の作製方法。
【請求項４】
　集電体と、前記集電体上の活物質層と、前記活物質層上の固体電解質層と、を有する電
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極と、
　液体の電解質と、を有し、
　前記活物質層は、シリコン層であり、
　前記固体電解質層は、前記シリコン層を覆い、
　前記電極は、前記固体電解質層において前記液体の電解質と接することを特徴とする蓄
電装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記固体電解質層は、リン酸リチウム、リン酸鉄リチウム、リン酸マンガンリチウム、
リン酸クロムリチウム、及び硫化リンリチウムの一以上を含む層であることを特徴とする
蓄電装置。
【請求項６】
　請求項４または請求項５において、
前記シリコン層は、結晶性の領域及びウィスカー状の領域の一以上を含む層であることを
特徴とする蓄電装置。
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